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平成 30年度自己評価シート（年度末評価） 

校番 20 学校名 広島県立加計高等学校 校長氏名 小田 均 全・定・通 本・分 

 

学校経営目標 

 達成目標 本年度行動計画 評価 理由 担当部等 

１  生徒一人一人に生きる力を育む学校 
 ① 確かな学力を育成し，進路目標を実現できるよう支援する。 

  
■進路目標を明確にさ
せるとともに，基礎・
基本を定着させ，進路
目標を実現できる学力
を身に付けさせる。 
 
 
 
 
 
 
 

 
ア 学年毎及び全校での進路検討会
議等をとおして情報を共有し，個
別指導を徹底する。 

イ 講師を招聘して，キャリア教育
に関する講演会等を開催する。 

ウ 国語，数学，英語を中心に少人
数・習熟度別クラス編成の授業を
実施する。 

エ 計画的に宿題・課題を提供する
とともに，小テストやノート点検
等で個々の生徒の学習状況を確認
して指導する。 

 

A 

・職員会議，推薦会議などを活用して生

徒の学習状況や進路対策の進捗状況を

共有し，適切に指導できた。 

・計画通り講演会などを開催し，進路実

現への意欲を喚起している。生徒の反

応は良好であった。 

・国語，数学，英語の授業を中心に，少

人数・習熟度別クラス編成の授業を実

施し，生徒の学力を伸ばすため，きめ

細かい指導を行い，成果をあげた。 

・計画的に宿題・課題を提供するととも

に，国数英の小テストや定期考査ごと

のノート点検等を行い，個々の生徒の

学習状況を確認して指導し，成果をあ

げた。 

進路指導 
教務 
教科 

 
■学習環境を整え，自ら
学ぶ意欲と学習習慣を身
に付けさせる。 
 
 
 
 
 
 
 

 
ア 進路対策講座，夏期・冬期・春
期補習，学習合宿等を実施する。 

イ ＩＣＴ等の教室環境を整備する。 
ウ 定期考査毎に居残り学習会を行
う。 

エ 家庭学習時間調査を年６回実施
し，課題のある生徒には個別指導
を行う。 

A 

・計画通り講座や補習を実施し，国公立

大学をはじめ，過去最高水準の進路実

績をおさめた。 

・特別教室のＩＣＴ環境を整備し，分か

りやすい授業，思考力・判断力・表現

力を高める授業を実施できた。 

・居残り学習会を計画どおり実施するこ

とにより，学習時間の増加につながっ

ている。 

・家庭学習時間調査を計画どおり実施

し，家庭学習時間がとれていない生徒

に対しては，懇談や面接時に指導をし

ている。 

進路指導 
教務 
担任 

 

② 心と体を鍛え「誠実・自主・気魄」を涵養する。 

  
■規範意識等を高め規律
ある学校生活を確立させ
るとともに，教育相談等
を通して生徒一人一人が
安定した高校生活を確立
できるよう支援する。 
 
 
 
 
 
 

 
ア 月毎の全校集会で服装・頭髪検
査を実施し，違反者等に対して事
後指導を行う。 

イ 授業規律を確立するために，年
度当初に「加計高授業規律」を決
めて全員で徹底する。 

ウ  課題に対して早期に対応できる
よう，生徒面接を充実するととも
にスクールカウンセラーの活用促
進を図る。 

エ 学期毎に生徒連絡会議を持ち，
生徒に関する情報を共有し，組織
としての対応を強化する。 

 

Ａ 

・毎週，週初めに生徒会執行部が中心と

なって自主運営の生徒集会を行い，生

徒の自治力を高めることができた。。 

・毎月１回，全校集会で服装・頭髪検査

を行い，身だしなみに対する意識啓発

を行い，違反者も減少した。 

・授業規律を確立するため，年度当初に

「加計高授業規律」を決定し，教室掲

示するとともに継続的な指導を行い，

落ち着いた授業を展開することができ

た。 

・「加計高授業規律」に基づき，挨拶の

徹底を図り，全学年を通じてよく挨拶

を行ってくれていた。 

・生徒指導部が中心となり，教員間の情

報交換・連携を密にし，組織的な対応

を常に意識して行い，協力して対応す

ることができた。 

 

生徒指導 
教務 
担任 

様式５ 
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■部活動や生徒会活動等
の活性化を図り，集団の
中で責任ある行動をとる
態度を育成する。 
 
 
 

 
ア 生徒会執行部や各部部員による
 新入生や中学生に対する啓発活動
 を強化する。 
イ 主な生徒会行事毎に事後アンケ
ートを実施し，次年度の改善点を
整理する。 

 

Ａ 

・生徒会が中心となり，生徒が主体的に

行事等での企画・立案・運営を行った

。 

・中学生との集団宿泊研修の中で，加計

高の取組や魅力について，生徒自らが

積極的にＰＲを行った。 

・月１回の定例委員会を開き，活動内容

や行事ごとの課題の意見交換を行い，

改善点の整理をすることができた。 

生徒指導 

 
■体力の向上を図り，健
康を維持し，気魄を涵養
する。 
 
 
 
 

 
ア 体育の授業で補強運動を行う。 
イ 体育の授業全体での運動量を増
やす。 

ウ 体育の授業で柔軟性を向上させ
るためのストレッチを行う。 

 

Ａ 

・授業開始時に筋力トレーニングを行 

い，体力向上を図った。 

・運動を楽しみながら行えるよう，２人

組やゲーム的な要素を取り入れ，意欲

的に取り組めるよう工夫を行った。 

・体力テスト結果を活用し，個々の生徒

の意識向上を図ることができた。 

保健体育 

 

③ 国際的視野を広げ，コミュニケーション能力を身に付けさせる。 

  
■海外の姉妹校等との国
際交流活動に積極的に取
組み，様 な々価値観を知
り，自己と他者をともに
大切にする力を育成する
。 
 
 

 
ア 海外の姉妹校等との国際交流活
動を積極的に実施する。 

イ 本校及び地域のよさを海外に情
報発信する。    

 
Ａ 

・６月に米国ハワイ州のホノカア高校の

生徒３名，引率教諭１名が来校し，互

いの文化等について紹介するなど，交

流を深めた。また，８月には本校から

２名の生徒がホノカア高校に短期留

学をし，安芸太田町や加計高校のこと

を紹介した。 

・10月には，ベトナムからの入学生を受

け入れることができた。 

・11月には，韓国の姉妹校からの訪問団

を受け入れることができた。 

教務 

【評価結果の分析】 

・生徒の進路実現に向けて，コンスタントに情報共有を図り，学習状況に即応した指導が実施することができた。その結果，過去最高となる国公

立大学合格８名（平成 31年３月 22日現在）をはじめ，ほぼ 100％の希望進路実現を達成した。 

・個々の生徒の進路実現を図るため，学習習慣を身に付けさせる指導を継続するとともに，これまでの個別指導を，より一層充実させる必要が

ある。 

 

【今後の改善方策】 

・生徒の進路実現のため，模試成績の分析に基づく指導方法の検討を行い，一層生徒個々の状況把握と指導の改善を行っていきたい。 

・家庭学習時間調査等をもとに，計画的な課題等で個別指導を継続する 

 

２ 保護者・地域から信頼される学校 
 ① 教職員の指導力や職務遂行能力の向上を図る。 

  
■「授業づくり」等を進
め，指導力の向上を図 
る。 
 
 
 

 
ア 各学期に，シラバスに基づいた
説明を行う。 

イ 外部講師を招聘しての授業づく
り研修及び公開授業等を年複数回
実施する。 

 

Ｂ 

・年度初めと必要に応じた時機にそれぞ

れの授業者から生徒にシラバスに基

づいた説明を行っている。 

・８月に，「協働型 教育フォーラム」を開催

し，研修を行った。 

教務 

 

② 教職員の不祥事防止，業務改善を図る。 

  
■教職員の不祥事防止意
識を高揚し，不祥事ゼロ
を継続するとともに，業
務の効率化等により生徒
と向き合う時間を増や 
す。 
 
 
 

 
ア 服務規律に係る全体研修を企画
・実施する。 

イ 「不祥事防止チェックリスト」
 を活用した面談を年２回実施す
る。 

ウ 働き方や業務改善に関する研修
会を企画・実施する。 

  

Ｂ 

・毎日の職員朝礼なかで折に触れ，不祥事

防止や服務に関して情報共有を行った。 

・面談を２回実施した。 

・働き方を含め業務改善につながる業務の

見直しを行った。 

 

全職員 
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【評価結果の分析】 

・新学習指導要領に基づいた，授業づくりについて研修を行った。 

・日常的に不祥事防止や服務に関して，情報共有を図っている。 

 

【今後の改善方策】 

・授業観察等計画し，生徒の主体的で深い学びを促す授業展開となるよう授業改善を図る。 

・さらに業務の見直しを行い，働き方改革を推し進める。 

 

３ 地域とともに歩む学校 
 ① 地域と連携し，開かれた学校づくりを推進する。 

  
■保・幼・小・中・高・
大連携を推進し，地域の
人材育成に貢献する 
 
 
 
 

 
ア 地元中学校とは学期に３回以上
，近隣中学校とは学期に１回以上
連携を行う。 

イ 子ども園及び小学校との連携を
強化する。 

 

Ａ 

地元の中学校３年生との合同宿泊研修，進

路説明会，体育祭など学校行事，本校卒業

生の派遣，保育実習，大学等のオープンキ

ャンパス参加，大学祭への協力，芸北分

校・千代田高校との三校連携等保・幼・小・

高・大連携を進めている。 

教務 
管理職 

 
■積極的に広報活動を行
い，学校の魅力を発信し
，地域内外の生徒・保護
者にとって「行きたい学
校」「行かせたい学校」
となる。 
 
 
 
 

 
ア 学校の魅力づくりに生徒自らが
 主体的に加わる。 
イ 広報誌「五輪の峰」を月毎に作
 成し発行する。 

ウ ホームページを常に更新し，新
 しい情報を発信する。 

エ マスコミに積極的に情報提供 
 し，取材を働きかける。 

Ａ 

・「五輪の峰」を各学期末に発行し，近隣

の小中学校，関係機関及び安芸太田町

内全戸に配布している。 

・地域の広報誌「あきおおた」に加計高

校の記事を提供し，情報発信を行って

いる。 

・今年度も，ホームページをリニューア

ルし，より閲覧しやすいレイアウトに

した。頻繁に更新し，常に新しい情報

を発信している。 

・東京で２回，大阪・名古屋・福岡で各

１回の学校説明会を行い，生徒による

プレゼンテーションの他，学校の魅力

発信を行った。その結果，県外からの

学校訪問は 14組，選抜Ⅰ及びⅡの県外

志願者は６名に登った。 

教務 
各部 
管理職 

 

② 地域の「もの・ひと・こと」に学び，地域の発展に寄与する。 

  
■外部指導者を招聘する
などして地域の教育力を
生かした学校教育を展開
するとともに，ボランテ
ィア活動等を通して積極
的な地域貢献を行ってい
く。 
 
 
 
 
 

 
ア 総合的な学習の時間や学校設定
科目等の授業に，外部講師を招聘
 する。 

イ 学校行事等に地域の人材を招聘
する。 

ウ 生徒会活動の一環として，地域
 行事への参加や環境美化等のボ
ランティア活動を推進する。 

エ 専門コースの学習の一環とし 

て，子どもや高齢者を対象とす
るボランティア活動を推進す 

る。 

Ａ 

・総合的な学習の時間や学校設定科目等

の学習において，外部講師を招聘し，専

門的な指導をしてもらい，生徒に実習を

通して学ばせたり，知識を深めさせたり

している。 

・地域の指導者に来校していただき，ゲー

トボールや探究活動の指導を受け，学

校とは異なる新たな視点を得るとともに

地域への関心を高めることができた。 

教務 

生徒指導 

教科 

【評価結果の分析】 

・地域等と連携し，開かれた学校づくりを推進している。 

・地域の人材に恵まれ，外部指導者として本校の総合的な学習の時間や学校設定科目の授業に招聘し，学びの質を高めていただいている。 

・大都市部での学校説明会に積極的に参加し，生徒による魅力発信とおもてなしを行ったことで，本校の魅力を広く周知することができ，多数の

学校見学と入試志願者をもたらしたものと考える。 

 

【今後の改善方策】 

・ホームページ，広報紙「五輪の峰」や「あきおおた」だけでなく，全国での応募活動，各外国人協会への働きかけなどを推進する。 
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平成 30年度自己評価シート（年度末評価まとめ） 

校番 20 学校名 広島県立加計高等学校 校長氏名 小田 均 全・定・通 本・分 

 

１ 評価結果の分析 

（１）生徒一人一人に生きる力を育む学校」 

・生徒の進路実現に向けて，コンスタントに情報共有を図り，学習状況に即応した指導が実施することができた。その結果，

過去最高となる国公立大学合格８名（平成 31年３月 22日現在）をはじめ，ほぼ 100％の希望進路実現を達成した。 

・個々の生徒の進路実現を図るため，学習習慣を身に付けさせる指導を継続するとともに，これまでの個別指導を，より一

層充実させる必要がある。 

 

（２）保護者・地域から信頼される学校 

・新学習指導要領に基づいた，授業づくりについて研修を行った。 

・日常的に不祥事防止や服務に関して，情報共有を図っている。 

 

（３）地域とともに歩む学校 

・地域の人材に恵まれ，外部指導者として本校の総合的な学習の時間や学校設定科目の授業に招聘し，学びの質を高め

ていただいている。 

・大都市部での学校説明会に積極的に参加し，生徒による魅力発信とおもてなしを行ったことで，本校の魅力を広く周知す

ることができ，多数の学校見学と入試志願者をもたらしたものと考える。・地域等と連携し，開かれた学校づくりを推進して

いる。 

 

２ 今後の改善方策 

（１）生徒一人一人に生きる力を育む学校 

・生徒の進路実現のため，模試成績の分析に基づく指導方法の検討を行い，一層生徒個々の状況把握と指導の改善を行

っていきたい。 

・家庭学習時間調査等をもとに，計画的な課題等で個別指導を継続する。 

 

（２）保護者・地域から信頼される学校 

・授業観察等計画し，生徒の主体的で深い学びを促す授業展開となるよう授業改善を図る。 

・さらに業務の見直しを行い，働き方改革を推し進める。 

 

（３）地域とともに歩む学校 

・ホームページ，広報紙「五輪の峰」や「あきおおた」だけでなく，全国での応募活動，各外国人協会への働きかけなどを推

進する。 

 

３ 学校関係者評価結果を踏まえた今後の改善方策（学校関係者評価実施後に記入する。） 

・自己評価シートにおいて，さらに詳細かつ具体事項の評価の記述を行う。 

・学力向上・進路実績には大きな成果が上がっており，引き続き小規模校ならではのオーダメイドでの指導を継続する。 

様式６ 
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              平成 30年度学校関係者評価シート（年度末評価）   平成 31年３月 31日 

校番 20 学校名 広島県立加計高等学校 校長氏名 小田 均 全・定・通 本・分 

 

評価項目 評価 理 由 ・ 意 見 

目標，指標，計画

等の設定の適切さ 
Ａ 

明確で分かりやすい目標であり，達成したイメージを持つことができるので，指標，

計画の設定に連動して，目標達成のための取組を全教職員で共通のイメージを持つこ

とができる。 

 特に行動計画については高く評価できる。 

計画の進捗状況の

評価の適切さ 
Ａ 

段階的に進捗状況を把握し，今後のことについて十分な協議をしていることが伺え

る。 

また，11の評価項目中，Ａが９項目，Ｂが２項目でその評価も適切である。 

目標達成に向けた

取組の適切さ 
Ａ 

学力向上，進路目標の実現，規範意識の確立，国際交流，学校の魅力発信，習熟度

学習，ボランティア活動等の取組は適切で効果的である。とりわけ習熟度学習・個別

指導によるきめ細かい指導の成果は大きい。 

限られた諸条件と環境の中で，学校全体で一体となり，可能な限りの取組努力が伺

える。 

評価結果の分析の

適切さ 
Ａ 

評価結果の分析と生徒や学校の状況が合致していて適切である。 

結果を踏まえた分析がなされており，今後にも期待が持てる。 

今後の改善方策の

適切さ 
Ｂ 

自己評価シートの中で，さらに詳細かつ具体事項の評価の記述があれば，次年度以

降に生かされることも多いが，現状においては多少，不明確である。 

教員一人一人が結果を考えて改善方策を考え推進していることが伺える。 

学力向上・進路実績には大きな成果が上がっており，引き続きオーダメイドでの指

導を継続してもらいたい。 

総合評価 Ａ 

学校長の掲げた教育目標とめざす生徒像に，今の加計高校生が自らの目標として高

校生活を送っており，それを支える教職員集団の組織力の高さが伺える。 

現段階において，最大限の努力をされ，良い結果がでていると思います。 

激変する学校経営環境に対し，関係者の努力が成果となってあらわれていることに

敬意と感謝を申し上げたい。 

 

様式８ 
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